私 は 直ぐ さま、 彼 をト— キ— 撮影所へ 誘った。 二つ 

返辞で 喜ぶ かと 思いの外、 帆 村 は いやいやと 首 を 振つ 

て、 

「ト— キ ー どころ じ やな いんだ。 僕 はとうとう 昨夜 徹 

夜 をして しまったの だよ」 

「ほほう、 また 事件で 引 張り出され たね」 

「そうじゃな いんだ。 うちで 考え ごと をして いたんだ 

ちょっと 上つ て 呉れない か」 

と、 帆 村 は 私の 腕 をと つて 引 張り こんだ。 

考え) ^ と 徹夜 の 考え ごとと いうの は 何 だ ろ う。 

「君に 訊ねる が、 君 は 『獲 鸚』 という もの を 知らん か 



切れ ぎれ の 文字が 認められ てあつた。 

…… 0042 …… 奇蹟 的 幸運に より …… 獏鸚 …… 

どうやら これ は、 手紙 かなに かの 一 端 を ひきちぎつ 

た 断片ら しかった。 なるほど 「獲 鸚」 という 二字が 見 

える が、 何の こと だか 見当が つかない。 

「 一 体 これ は 何 所で 手に入れた のか ネ」 

「そんな こと を 訊かれて は、 まるで 事件 を 説明して や 

るた めに 君 を 引張リ あげたよ うな もの じ やない か」 

と 帆 村 は 皮肉 を 云った が、 でも 私が 入って きたと き 

よりもず つと 朗 かさ を 加えた のだった。 彼 は 今、 話し 

相手が 欲しくて たまらな いの だ。 



「これ は 或る 密書の 一 部分なん だよ」 と 帆 村 は 遠い と 

ころ を 見つめる ような 眼 をして 云った。 

「そこに は、 たった 三つの 違った 字句し か 発見で きな 

い。 昨夜 一と 晚 考えつ づけて、 はじめの 二つの 字句 は、 

まず 意味 を 察する ことができ たの だ」 

密書 を 解いた と 聞く と、 私 は 急に 興味 を 覚えた。 

「まず 数字の 0042 だが、 これ をよ く 見る と、 この 四桁 

の 数字の 前後が 切れて いると ころから 見て まだ 前後に 

他の 数字が あるか も 知れない と 想像で きる の だ。 僕 は 

大胆に これ を 解いた。 これ は 昭和 十 年 四月 二十 何日と 

いう 日附 なの だ。 この 日附を 横に 書いて みると 判る。 



1042X ところで 月 は 十一 一月と いう 一 一桁の 月 も ある 

から、 桁 数 を 合わせる ために は 四月 を 唯 4 だけで はな 

く、 S と 書かねば ならない。 そうして 置いて 年月日の 

数字 を 間隔な しに 詰める と 10042X となる。 だから こ 

の 紙片に は、 初めの 1 が 抜け、 最後の 疑問 数字 X が 抜 

けて いるが、 日附を 示して いるの だ。 これ は 所謂 六 桁 

数字 式の 曰附 法と いって、 ちかごろ 科学者の 間に 流 

行って いるもの だ。 そして 注意し なければ いけない こ 

と は、 昭和 十 年 四月 二十 何日と いうと、 今日は 五月 一 

日 だから、 いまから 三日 乃至 十一 日 前 だとい うこと だ _ 

極めて 新しい 日附が 記されて いると ころが 重大な の 



「ねえ 帆 村 君」 と 私 は 自信 もない のに 〔# 「自信 もない 

のに」 は 底本で は 「自身 もない のに 匕 呼びかけた。 「ほら 

昔の こと だが、 源 三位 頼 政が 退治 をした 鵪 という 動物 

が 居た ね」 

「ああ、 君 も 今 それ を 考えて いるの か」 帆 村は憐 むよ 

まなざし 

うな 眼眸を 私の 方に 向けて 云った。 「鶴なん て 文化の 

発達し なかった ときの ナンセンス だよ。 一九 三 五 年に 

そんな ナンセンス 科学 は 存在し ない」 

「そうで も あるまい。 最近 ネス湖の 怪物と いうの が 新 

聞に も 出た じ やない か」 

「怪物の 正体が 確かめられな いうち は、 ネス湖の 怪物 



おうむ 

も ナンセンス だ。 君 は 頭部が 獲で、 胴から 下が 鸚鵡の 

動物が、 銀座 通り を のこのこ 歩いて いる 姿 を 想像で き 

るかい」 

友人 は 真剣な 顔 付で 私に 詰めよ つた。 私 はすこし 恐 

くな つて 目 を 反した。 そのと き 向いの 壁に、 帆 村が 描 

いたらし く、 獏と 鸚鵡と が 胴中のと ころで 継ぎ 合わさ 

れ ている ぺ ン 画が 尤もらしく 掛けて あるの を 発見した _ 

私 は その 奇妙な 恰好が 可笑しく なって 思わず 吹き だし 

てし ま つ た。 

わが 友人 も、 嫌な 画 を 見られて 失敗った という 表情 

をして、 にゃにゃ 笑いだ しながら、 



帆 村 は ポケットに 両手 を つ つ こんで ぶらぶら 室内 を 

散歩しながら、 誰に 話しかける ともなし に 密書 事件 を 

次のように 語リ だした。 

「昭和 十 年 四月 二十四日の 朝刊に、 上野 公園の 動物園 

前の 杜の 中で、 一人の 若い 男が 刺し殺され ていた こと 

みもと 

が 出て いた。 被害者の 身許 を 調べて みると、 もと 『暁 

団』 という 暴力団に いた 錨 健 次 こと 橋 本 健 次 (二八) 

だとい うこと が 判明した。 暁団 といえば、 古い 伝統 を 



は あそびにん 

引いた 江戸 生えぬ きの 遊 人の 団体だった が、 今日で 

は モダン 化されて 若い 連中ば かり。 当時の 団長 は 

えど まさ 

江戸 昌 とい つ てま だ 三十 を 一 一 つ 三 つ 越した 若者だった。 

I そこで 錨 健 次 は 誰に 殺された か、 何故 殺された か 

という 問題に なった が、 ちょっと 見当が つき かねた。 

ところが 丁度 僕が 警察へ 行って いると きに 名前 を 名乗 

らぬ 不思議な 人物から 重大な 密告の 電話が かか つてい 

た。 『錨 健 次 は、 もとの 指揮者 江戸 昌の 命令で 団員の 

誰かに 刺し殺され たの だ。 錨 健 次 は暁団 から 足 を 洗つ 

て、 江 東の アイス 王と 呼ばれて いる 変人 金満家 田 代金 

兵衛の 用心棒に なって いた。 ところが 暁団 では 田 代金 



ちょ つと 見る と ダン サ ー のよう な 洋装の 少女 だ つ た。 

年齢の 頃 は 二十 二三と 見た が、 いい 体 をして いるの だ。 

胸の 膨らみ だの、 腰の あたりの 曲線な どが、 男 を 引き 

つけずに は 居ない という 悩ましい 女 さ。 しかし 器量の 

方 は あまり 美しい と は 云えない。 むしろ 身嗜 みで 不器 

量 を カム フラ ー ジュ している という 方 だ。 僕 は その 女 

を 認める と、 つかつかと 傍に よって、 ちょっと サイン 

をした。 これ は 相手の 身体に ぴったり 寄り添って する 

さぞ 

暁団 一流の サインな の だ。 君 は 嘸 知りたい だろう が、 

遺憾ながら こい つば かり は 教えられな いよ、 ふ ふ ふ ふ。 

…… すると 果して 反^が あった。 女 は ポケットから 手 



角 形の 小さい 紙片 だけが 手の 中に 残った だけ …… 。 僕 

は 生命から がら 喫茶店 ギ ロンから 脱出した という わけ 

さ …… 」 

と 云って 帆 村 は、 まだ 火 もっけて いない 紙 巻 煙草 を 

ポッ ンポッ ンと撑 りちら した。 が、 急に くるりと 私の 

方に 振 向いて、 

「どうだい、 君の 力で 以上の 話の 中から、 何 か 『獲 鸚』 

らしき もの を 引 張り だせる かい」 

「ノン —— 」 私 は 首 を 左右に 振った。 rBAKUOO 

の B A の 字 も あり はしない」 

「やっぱり 駄目 だね。 なんという 六ケ 敷い 連立方程式 



だろう。 もっとも 方程式の 数が、 まだ 足りない のか も 

知れない」 

「おい、 帆 村 君。 君 は 獲と か 鸚鵡に ついても 研究して 

みたかい」 

「それ はやって みたよ」 と 彼 は 不服そう に 云った。 「獲 

i„J てい もく さい 

は 哺乳類の うちの 奇蹄 目で 獲 科の 動物 だ。 形 は 犀に 似 

て、 全身 短毛 を もって 掩 われ、 尾 は 短く、 鼻 及び 上唇 

ぞうび まえあし し 

は 合して 短き 象 鼻の 如く サ。 前肢に 四趾、 後肢に 三趾 

を 有す。 胴 部より 腰部に かけて 灰白色の 一 大斑 あり、 

その他 は 殆んど 黒色 をな す。 —— この 一 大斑 というの 

が、 ちょっと 気になる の だ。 絵で 見る と 判る が (と 彼 



は 壁に かけた 獲の 写真 を 指さしながら)、 胴のと ころ 

で 丁度 接ぎ あわせた ようにな つ ている じ やない か」 

「うん。 それから …… 」 

きょう こせい 

「それから？ 獏は性 怯に して、 深 林に 孤 棲し、 夜 

間 出で て 草木の 芽な ど を 食す。 いやま だ 食う ものが あ 

る。 人間が 夜 見る 夢 を 食う こと を 忘れち やい けない。 

産地 は 馬 来 地方 …… 」 

「もう 沢山 だ」 と 私 は 悲鳴 を あげた。 

「では 鸚鵡 は 鳥類の 杜鵑 目に 属し、 鸚鵡 科で ある。 鸚 

鵡と 呼ぶ 名の 鳥 はいない けれど、 その 種類 はセ キセィ 

イン コ、 カル カャ イン コ、 サ トウ チョウ、 ォ オキボ ゥ 



「なァ に、 まだ 三十 五 点く らいし か 喋り はしない のに 

…：- J 

「もう 沢山 だ。 …… しかし 動物学の 造詣で 探偵 学の 試 

験 は 通らない。 獲と いえば 夢 を 喰う ことと 鸚鵡と いえ 

ば 人語 を 真似る こと だけ 知っていれば、 充分 だよ」 

「そうだ、 君の 云う とおり だ」 と 帆 村 は 手を敲 つた。 

「そんな わけで、 だいぶん 僕 もくし やくしゃ している 

ところ だから、 そうだ 君のお 誘いに 敬意 を 表して、 ト— 

キ ー の 撮影 を 観に 連れていつ て 貰おう」 

「大いに、 よろしい」 

私 は 悦んで 立ち上った。 獏鸚に 悩む より は 綺麗な 



女優の 顔 を 見て 悩む 方が どのくらい 楽しい かしれ やし 

ない と 思った。 しかし 帆 村をト ー キ ー 撮影所に 誘った 

ばかりに、 生命から がらの 大事 件に 巻き こまれよ うな 

どと は 神なら ぬ 身の 知る よし もなかつ たので ある。 



3 



桜の 名所の 玉 川べ り も、 花 はすつ かり 散って、 葉桜 

が 涼しい 蔭 を 堤の 上に 落して いた。 そうだ、 きょうか 



と 門衛 は 改まった 顔で 意味深長な こと をい つた。 

「なんだい、 深入りなん て？」 

「 …… 」 彼 はこれ でも 判らない かとい うような 顔 をし 

たのち 「あれです よ、 三原玲 子さん のこと です。 貴方 

ご ひいき 

の 御 矗貭の …… 」 

「これこれ」 

私 は 帆 村の 方 を ちらと 見た が、 彼 は スタディ ォの巨 

大 なる 建物に 見惚れて いるよう であった。 

「三 原玲 子が どうかし たかい」 

「この間、 刑事が ここ へずかず かと 入つ てき ましてね _ 

あの 娘 を 裸に して 調べて いったので すよ」 



いますよ」 

「変な こと を 〔# 「変な こと を」 は 底本で は 「辺な こと を 匕 

云うな よ、 はつ はつ はつ」 

私 は 帆 村の 待って いる 方へ 行って、 彼 を 撮影 場の 方 

へ 誘った。 

「いまの 三 原 レイ 子と かいうの は、 何う したの だ」 帆 

村 はもう ちゃんと 聞いて いた。 

私 はすつ かリ 照れて しまった。 が、 隠しても もう 隠 

しきれないと 思った ので、 彼に 一 と 通り 説明 をした I 

I 三原玲 子と いうの は、 この 東 キネの 幹部 女優 桐 花 力 

スミの 弟子に 当る 新進の インテリ 女優だった、 彼女 は 



私と 一 緒に L 大学の 理科の 聴講生だった ことがあって、 

それで 旧知の 仲だった。 その 玲子は あまり 美人と は 云 

えない 方で、 スクリ —ンに 出る こと はまず 稀で、 もつ 

ぱら桐 花 カス ミの 身の 周りの 世話 をして 重宝がられて 

うるさ しゅぐう 

いた。 蒼蠅ぃ 世間 は、 玲 子の 殊遇が 桐 花 カス ミ との 同 

性愛に よる もの だろうと、 噂して いたが、 それ は噓に 

違いない。 …… 私の 知っている こと は それだけ だとい 

うと、 帆 村 は ひとの 顔 を 穴の 明く ほど 見詰めて、 やが 

てに やりと 嗤 つた …… 。 

厳重な いくつかの 関所 を 通って、 私達 は 漸く ト— 

キ ー スタディ ォに 入る ことができた。 中へ 入る と、 一 



〜」 

つぶや 

と 眩 いた。 
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桐 花 カス ミは、 ミス 銀座と いわれる 美人 売り子に、 

三原玲 子の 方 は 不良の 情婦で、 裏町の 小さい カフェに 

女給 をして いると いうし がない 役割で、 一人の 大学生 

をめ ぐって 物語が 伸びて ゆく という 中々 いいと ころで、 



いた もの だから、 別にして 置いた のです が、 誰かが 間 

違えて 編集 ズミの フィルムへ 接いで しまった という わ 

けです _ 

「フィルム 切取りです つて？」 と 帆 村 は 体 を 乗り出し 

て、 

「そんなに いい 場面が 映って いたので すか」 

「そんなん じ やな いんです。 酔つ ばらい を がやがや 

云って 女給が 送り だすと ころです から、 何のい いとこ 

ろが ありましょう」 

「可 怪しい じゃありません か」 

「ええ、 可 怪しい と 云えば、 可 怪しくな いこと もない 



のです が …… 」 

「なんです つ て？」 

「木戸 君、 この 人 は 探偵 趣味が あってね、 そういう 変 

な こと を 面白がる の だよ、 訳 を 話して やり 給え」 

と、 私が 説明して やる と、 木戸 は、 それ なれば —— 

と 云って 非常に 真面目く さった 顔で、 フィルム 切取り 

異変に ついて 語り だした。 

—— この フィルム は 四月 一 一十 九日の 撮影に かかる も 

ので あるが (二十 九日と いうと、 玲 子が 刑事に 取調べ 

られた 日で はない か！) すっかり 現像が この 編集部へ 

廻って 来たの が、 三十 一日の 朝だった。 そこで 彼 は そ 



れを 映写機に かけて、 台本と 較べながら、 音 画 校正 を 

やった のであった。 ところが 例の 「カフェの 送り出し」 

のと ころで、 玲 子の 云う 台辞が まるで 違って いる 個所 

があった。 そこで 彼 は 台本の 上に 赤い 傍線 をつ ける と 

共に、 「カフェ の 送り出し」 の 一 節の フィルム を 別にし 

て、 監督へ 報告の 手続 をして 置いた。 

監督 は 電話 を かけて きて、 (その 場面 は、 物語の 筋と 

直接関係 のない 個所 だから、 その 儘で 差支えない) と 

返事して きた。 そして フィルム は、 あとで 給仕が 持つ 

て 来たので あった。 監督 は それでい いとして、 尚 も 旅 

行中の 脚本 係長に 相談す るつ もりで、 その 儘 別にして 



りで しょうか」 と 帆 村が 突然 口 を 開いた。 

木戸 は肯 くと、 室 を 出て いったが、 間もなく 一冊の 

仮綴の 台本 を 持って きた。 その 表紙に は 「銀座に 芽ぐ 

む」 と 大書せられ てあつた。 

「ここです よ J 

彼が 拡げた ところ を 見る と、 ガリ 版の 文字が 赤 鉛筆 

で 消されて いた。 その 文句 は、 玲 子役の 女給 ナオミの 

台辞と して、 

「 …… まっすぐに 帰る のよ。 また どっかへ 脱線し ちゃ 

いけない わよ。 もしそう だったら、 こんど うんと 窘め 

て やる から …… 」 



帆 村 は 決然と して 云い 出した。 

「君が 探す？」 と 刑事 は 帆 村 を 見て、 「そうか、 頼む よ。 

::: だが、 江戸 昌も 死に もの 狂いだ。 気をつけ たがい 

い」 
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「 …… あらま そ ー お、 マダム 居ない の。 騙した のね 

外 は 寒い わ、 正に。 おお 寒む …… 」 



帆 村 は、 決戦の 演ぜられ ている という 江 東 を 余所に、 

自宅の 机の 前に 座って、 三原玲 子が 間違えて 喋った と 

いう 例の 台辞 を、 譫言 かなに かの ように 何遍も 何遍も 

くりかえして 眩いた。 —— 暗号と いえば 「獲 鸚」 のこ 

とな ど、 すっかり 忘れた ように 見えた。 「どうしても、 

この 文句の 中に、 暗号が 隠れて いなければ ならない。 

こいつ はきつ と、 あの 江 東の アイス 王の 巨人 金庫 を 開 

く 鍵で なければ ならぬ！」 

そういう 信念の もとに、 帆 村 は 世間の ニュ— スを耳 

ひたすら 

に 留めよう ともせず、 只管 に - 」 の 暗号解読 に 熱中した 。 

—— その 間、 江 東の アイス 王の 金庫 はいくた びと なく 



「アラマ ソ ォォ、 マダム イナ イノ、 ダマ シタ ノネ、 ソ 

トハ サム イワ、 マサニ、 ォ オサム ：：： 」 

と 一 度 例の 文句 を 片仮名で 書いた。 

それから 別の 紙 をと りあげて、 また 鉛筆 を 走らせた 

が、 意外に も それ は 日本式の 口 ー マ 字だった。 

AHAMASOO-MADAMUINAINO- 

DAMASITANO 

NESOTOWASAMUIWA-MASANI-00SAMU 

「さあ、 いい かネ。 これ を 逆に 裰 つてみ るよ」 

ト ト 

MSOOINASAMA 稱 MsivwoTOSENONATI 

SAMADONIANIM DAMOOSAMAM 

U 



A 

「さあ 出て 来た ぞ。 傍線 をした なかで M というの は 

U 

『右 廻し』 という こと、 SAMA というの は 『左 廻し』 と 

いう こと だ。 そのつ もりで、 これ を 日本 文字に 直して 

みょう」 

右 廻し —— ソォ イナ 

左 廻し —— ィ 

右 廻し —— サヲ トセ ノ ナチ 

左 廻し —— ド ニアニ 

右 廻し —— ダモォ 

左 廻し —— ラ 

「どうだい！ 判った じ やない か。 これが あの 巨人 金 



庫の 鍵なん だ！」 

私は啞 然として、 この 解読 暗号 を 見つめた。 なぜ こ 

れで 解けた というの か 判らない。 しかし 帆 村 は 歓喜 極 

まって 室内 を 躍る かの ように 走りながら、 外套 だの 帽 

子 だの を 集めた。 

「さあ 行 こうぜ。 早い ところ、 巨人 金庫の 腹の 中 を 拝 

見し なけり やならない！」 

私たち は、 大急ぎで 外へ 出た。 

(どうして あれで 解読され たの かい) と 私 は 不審な 点 

を 訊ねた。 しかし 帆 村 は (金庫が 開く まで は 云えない 

よ) と 頑張った。 その代り 別の 質問 をして、 私の 興味 



式の 導 火 装置 は、 帆 村と 私の 手で 取 除く ことができた。 

だが 爆発までに 余す ところ はたった 三時 間だった ので 

ある。 もしも 帆 村の 解読が 三時 間 遅れて いたと したら 

どうな つたであろう か。 江戸 昌は ひど いこと をす る。 

「この 大 爆発 を 仕 懸けて、 江戸 昌 はどうす るつ もり 

だったろう」 と 私 は 帆 村に 訊ねた。 

「これが 江戸 昌の 恐るべき 智 恵なん だよ。 彼 は 財宝 だ 

あきた 

けで は慊ら ず、 その上 この 巨人 金庫 を 爆発 させて 黄 

血 社の 幹部 連 を 皆殺しに する つもりだった の だ。 ね、 

判る だろう。 この 金庫の 上に は、 同じ 金庫 を硯ぅ 〔# 

そうくつ 

「硯 う」 は ママ〕 黄 血 社の 巣窟が あつたんだ。 暁 団の秘 



置こう。 僕が き つと ここ だとい うと ころまで 解いて、 

それで 駄目だった の は、 あの 『あらま そ— お』 云々 を 

仮名文字の まま 引 繰り かえした から 失敗した の だ。 そ 

れで 日本式の 口 ー マ 字に 綴って、 それ を 逆さに し 綴り 

なおして さ、 それで 漸く 解読 完了と いう ことにな つた 

の だ。 なぜ それに 気がついた かとい うとね、 言葉の 音 

という もの を 逆に 聞く と、 子音と 母音と が 離れ離れに 

なり、 子音 は 隣り の 母音と 結び、 母音 はまた 隣 リの子 

音と 結ぶ という ことに 気が ついた からだ。 アラマと い 

う 音の 逆 は マラ ァ ではなくて、 口 ー マ 字 を 逆にした 

AMARA —— アマラ なんだ。 マラ ァと アマラと は 文 



を やらなくても、 自然 に 解読 文が 言葉 に 出て くるから 

だ。 僕の 手に入ろ うとした 密書の 方に は (獏鸚 した か 

ら 安心し ろ) というよ うな 報告が 認められて あ つたの 

だろう。 たとえば だね …… 」 

そういって 彼 は 次の ような 文字 を、 紙の 上に すらす 

らと 書いた。 

100429 急追せられ たる も、 奇跡的 幸運に より、 

暗号文 は 本日 完全に 獏鸚 せり。 玲子 

巨億 の 財宝 ゃ暁団 や江 東 の アイス 王の こと はどう 

なった かい まだに 手懸 りがない。 
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